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相馬地方広域市町村圏組合では、平成31年４月に採用する消防職員を募集します。
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■採用予定人員	 ３名程度（男 ･女を問いません）
■受 験 資 格	 平成3年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた方
■受 付 期 間	 7月　2日（月）～8月10日（金）
■第１次試験	 9月 16日（日）
■試 験 科 目	 教養試験（高校卒業程度）、体力試験、適性検査
■申 込 用 紙 	 相馬地方広域市町村圏組合事務局、相馬地方広域消防本部、
	 相馬地方の各消防署 ･分署、相馬看護専門学校で配布します。
■組合のホームページからもダウンロードできます。【http://www.soma-area.jp/】

消防職員募集
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組合の財政状況をお知らせします
　組合では、財政状況の作成及び公表に関する条例に基づき、年２回財政状況について公表しています。
　今回は、平成３０年度予算概要と平成２９年度予算執行状況（下半期）についてお知らせします。

■ 組合債の状況 ■ 組合所有財産の状況

会 	 	 計 予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 済 額 執 行 率

一 般 会 計 16億3,250万円 15億4,095万円 94.4% 14億6,078万円 89.5%

看護専門学校特別会計 2億8,060万円 2億8,186万円 100.4% 2億5,413万円 90.6%

合　　　計 19億1,310万円 18億2,281万円 95.3% 17億1,491万円 89.6%

項 	 	 	 目 未償還元金

消 防 施 設 整 備 事 業 債 1億 7,276万円

看 護 専 門 学 校 整 備 事 業 債 1億 2,188万円

合　　　　計 2億	9,464万円

土　　　地 10,713.21㎡

建　　　物 6,171.82㎡

有 価 証 券 786万円

自　動　車 52台

（平成 30 年 3 月末日現在）

（平成 30 年 3 月末日現在）（平成 30 年 3 月末日現在）

公債費
4,517万円（3.0%）

繰越金
4,000万円（2.7%）

諸収入等
573万円（0.4%）

使用料及び手数料
275万円（0.2%）

国県支出金
1,247万円（0.8%）

議会費等
525万円（0.3%）

総務費
7,008万円（4.7%）

衛生費
3,731万円（2.5%）

消　防　費
13億4,090万円

（89.5%）

○救急救命士養成事業
　相馬地方における救急体制の充実を図るた
め、除細動や気管挿管など高度な救命処置を行
う救急救命士を養成します。

○相馬地方介護人材緊急対応事業
　高校生を対象とした介護職員初任者研修や介
護福祉士実務者研修を実施し、将来の相馬地方
における介護事業を担う人材を育成します。

平成30年度の主な事業
平成 30 年度予算

平成 29 年度下半期の予算執行状況

会計区分 予　算　額 前年度比

一 般 会 計 14億 9,871万円 △8,817万円

看護専門学校
特 別 会 計 2億 8,709万円 2,542万円

合 計 17億 8,580万円 △6,275万円

　平成 30 年度予算の概要は次のとおりです。

分担金及び負担金
14億3,776万円

（95.9%）

一
般
会
計
　
歳
入
歳
出
予
算
の
内
訳

歳入

歳出

※収入済額及び支出済額については出納整理期間となる 4月 1日から 5月 31 日までの数値は含まれておりません。
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相 馬 地 方 広 域 消 防 本 部 か ら の お 知 ら せ

　平成２９年の相馬地方広域消防本部管内における救
急出動件数は４，５５８件、搬送人員は４，１４４人で相
馬地方の住民約２６人に１人が救急車により医療機関へ
搬送されたことになり、救急車は住民の生命、身体を守
る上で必要不可欠な行政サービスとなっています。
　一方、搬送された方のうち、「入院を必要としない軽症」
と診断された方は４割を超えています。
　消防では１１９番通報で救急車の要請があると、最も
近くの救急車が出動しますが、最寄りの救急車が出動し
ている場合、その次に近い救急車が出動することになり
ます。そのため、救急要請が重複すればするほど、遠く
の救急車が出動することになり、現場への到着時間が遅
れ、救える命が救えなくなる恐れがあります。
　本当に必要なとき、本当に必要な人が利用できるよう、
住民みなさん一人ひとりが、救急車の適正な利用にご協
力ください。

　消防検閲式では普段見ることのできない、レスキュー
隊の訓練や高所放水訓練などを披露するほか、最新型
の救急車や消防車の見学などの時間もありますので、消
防士を目指す方、消防車両と一緒に写真撮影をしたい小
さなお子さんなど気軽にお越しください。
　と　き　７月７日（土）１０時より
　ところ　消防本部・南相馬消防署
　駐車場　ウエディングパーク原町フローラ・
　　　　　南相馬警察署駐車場をご利用ください。
　問合せ　消防本部総務課　☎ 0244-22 -4164

相馬地方広域消防検閲式を開催

「病院で長く待つのが面倒なので、救急車を呼んだ」

「紙で指先を切った。血は止まっているが・・・」

「病院でもらった薬がなくなった」

「救急車で行くと早く診察してもらえる」

「ヘルパーを呼んだが来てくれなかったので、
　　　　　　　　　　　代わりに救急車を呼んだ」

こうしたケースで救急車が呼ばれました　～本当に必要か考えてみましょう～

救急車の適正利用にご協力を！

救急件数・輸送人員
4,700

4,200

3,700

3,200
14年 17年 20年 23年 26年 29年

出動件数は15年前と比較し1,000件以上増加

救急出動件数 輸送人員

こんな時は迷わずに１１９番してください
〇呼んでも返事がない（意識がない）
〇急にろれつが回らなくなった
〇頭・胸・腹などが突然激しく痛む
〇大量に出血している

〇顔半分や片方の手足がしびれて動かない
〇突然呼吸ができなくなった
〇広い範囲にやけどをした
〇けいれんが続いている　　など

賢い選択が地域を守る
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編集／相馬地方広域市町村圏組合　〒976－8601 福島県相馬市中村字北町６３番地の３
TEL 0244－35－0211　FAX 0244－36－8932　URL：http://www.soma-area. jp/

　相馬看護専門学校では、看護師を目指す方やその
ご家族の方にもっと本校を知ってもらうため、学校
説明会（オープンキャンパス）を開催します。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。
■日　　時　８月５日（日）･６日（月）の２日間
　　　　　　両日とも午後１時30分～３時30分
■場　　所　相馬看護専門学校
■開催内容　学校紹介、校舎の施設見学、在校生との
　　　　　　交流（質疑・応答）など
■申込方法　高校生は進路指導担当の先生へ、中学生・
　　　　　　一般（社会人）の方は相馬看護専門学校
　　　　　　総務係へお問い合わせください。

学校説明会を開催します

相馬看護専門学校からのお知らせ

　相馬看護専門学校では、平成 31 年 4 月入学の学生を
募集します。看護への道を一緒に歩みませんか。
■募集人員　40 名
■修業年限　３年
■受 験 料 　２万円
■試験区分　推薦（公募・特別）及び一般入学試験

■受験資格

　①相馬地方の市町村に住所を有する者
　②平成 31 年 3 月に高等学校を卒業見込みで、高等学
　　校長が推薦する者

　①相馬地方の市町村に住所を有する者
　②高等学校を卒業した者、またはこれと同等以上の学
　　力があると認められる者
■願書受付期間　10 月２日（火）～ 23 日（火）
■試 験 日 　11 月９日（金）
■試験方法　数学Ⅰ・小論文・面接

■受験資格
　高等学校を卒業した者（平成 31 年３月卒業見込みを
　含む）または同等以上の学力が認められる者
■願書受付期間　11 月１日（木）～ 12 月 10 日（月）
■試 験 日 　平成 31 年１月 11 日（金）
■試験方法　国語総合（古文・漢文は除く）・
　　　　　　数学Ⅰ・英語Ⅰ・面接

　７月上旬から相馬看護専門学校にて配布します。
　郵送を希望する場合は、返信先（氏名・郵便番号・住
所）を記載し 250 円切手を貼った返信用封筒（角型 2号
24㎝× 33㎝）を必ず同封のうえ請求してください。

特別推薦

一般入学試験（前期）

募集要項・受験願書の配付

推薦入学試験

公募推薦（高校生）

看護学生を募集します

課　　程　　医療専門課程　看護学科　３年課程

学 費 等　　入学金　相馬地方に住所を有する方は１０万円
　　　　　　　　　　相馬地方以外の方は２０万円
　　　　　　授業料　２４万円 /年
　　　　　　奨学金　相馬地方の市町村や病院等の返済免除制度がある奨学金のほか、福島県保健師等
　　　　　　　　　　修学資金や日本学生支援機構等の奨学金制度が利用できます。

問合せ先　　相馬看護専門学校総務係　〒976－0006　相馬市石上字南蛯沢３４４
　　　　　　☎０２４４－３７－８１１８　ホームページ　http://academic2.plala.or.jp/kango/

学 校 案 内


